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일본인 한국어 학습자를 위한 한국어 발음 변화의 제규칙 
 




한국어는 구어에서 음운 변화가 활동적으로 일어난다. 음운 변화는 규칙적으로 
일어나고 있어 학습자(일본어를 모어로 하는 한국어 학습자. 이하 ‘학습자’로 약칭.) 
들에게 발음 규칙을 제정하여 교육하고 있는 것이 현실인데 본고에서는 표준발음으로 
인정치 않는 ㅎ음 약화와 중모음의 단모음화, 변자음화 현상까지 넣은 12개의 음운 
변화를 다루었다.  
특히 학습자들이 12개의 음운 변화를 빨리 이해하는 데에 주안을 두었는데 음운 
변화를 빨리 이해하면 할수록 그만큼 음운 변화에 대한 습득도 빨라진다고 판단했기 
때문이다. 음운 변화 이해를 도모하기 위해서 먼저 일본어에서 일어나는 유사한 음운 
현상을 찾아냈고, 이를 통해 한일어 간의 음운 변화를 비교할 수가 있는데, 학습자 
들은 한국어의 음운 변화를 논리적으로 수월하게 이해하게 되는 효과가 있으며 또한 
음운 변화의 습득도 이해도가 향상된 만큼 빨라지는 효과가 기대된다고 하겠다. 
 










8. ㄴ音の挿入   


































































































보호자[po(h)oʤa]保護者   시험[ʃi(h)ɔm]試験 










































































































보호자[po(h)oʤa]保護者   시험[ʃi(h)ɔm]試験 

























歴史的仮名遣い    現代仮名遣い 
所謂 イハユル[iɸajuru] → イワユル[iwajuru] 
飯    イヒ[ihi]     → イイ[ii] 
賜    タマフ[tamaɸu]  → タマウ[tamau] 
前    マヘ[mahe]    → マエ[mae] 

















아가[aɡa]赤ちゃん   지도[ʧido]地図   두부[tubu]豆腐 























공기[koŋɡi]空気   온도[ondo]温度 






盛岡(モリオカ) [morioka] → [morioɡa]   山形(ヤマガタ) [jamaɡata] → [jamaɡada] 









読んだ(ヨンダ)   飲んで(ノンデ)   考える(カンガエル) 
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한국에[한구게]韓国に   단어[다너]単語      음악[으막]音楽 









봉우리[po-ŋuri]峰  방울[pa-ŋul]鈴   상어[sa-ŋɔ]鮫    장어[ʧa-ŋɔ]鰻 
콩알[kʰo-ŋal]豆粒  항아리[ha-ŋari]甕  성우[sɔ-ŋu]声優   강아지[ka-ŋaʤi]子犬 








反応(ハンノウ)   観音(カンノン)   天王(テンノウ)   銀杏(ギンナン) 
因縁(インネン)   万葉(マンニョウ)  三位(サンミ)    陰陽(オンミョウ) 





같아요[가타요]同じです    꽃이[꼬치]花が   끝에[끄테]終りに 
앞에[아페] 前に      밖에[바께]外に      있어요[이써요]います·あります 
*1終声音を意識した発音(ややゆっくりとした発音)では、[갇타요] [압페]のように終声音を
発音しながら連音することがある。 






동해[toŋ-hɛ>to-ŋ(ʰ)ɛ]東海      공항[koŋ-haŋ>ko-ŋ(ʰ)aŋ]空港 
은행[ɯn-hɛŋ> ɯ-n(ʰ)ɛŋ]銀行    번호[bɔn-ho >bɔ-n(ʰ)o]番号 
남해[nam-hɛ >na-m(ʰ)ɛ]南海  심하다[ʃim-hada >ʃi-m(ʰ)ada]ひどい 
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」10 号 
特別寄稿文：日本語韓国語学習者の為の韓国語発音変化の諸規則 
올해[ol-hɛ >o-l(ʰ)ɛ]今年   서울행[sɔul-hɛŋ >sɔu-l(ʰ)ɛŋ]ソウル行き 
 
②終声ㅎは、連音したら決ってサイレントになる。 
좋아요[조하요>조아요] 良いです      좋아지다[조하지다>조아지다]良くなる 







넓이[널비]広さ     젊은 이[절므니]若者 
늙은 이[늘그니]年寄り   값이[갑시>갑씨]値段が 












웃 어른[우더른]目上の人  첫 아이[처다이]初子  젖 어머니[저더머니]乳母 




맛있다[마딛따/마싣따]美味しい   맛없다[마덥따]美味しくない 
멋있다[머딛따/머싣따]かっこいい  멋없다[머덥따]かっこわるい  
덧없다[더덥따]はかない      느닷없이[느다덥씨]いきなり 
빚 있다[비딛따/비싣따]借金がある  빚 없다[비덥따]借金がない  
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축구[축꾸]蹴球  독도[독또]独島  학벌[학뻘]学閥  국수[국쑤]素麺 
극장[극짱]劇場  옷가게[옫까게]洋服屋   꽃밭[꼳빧]花畑  낮잠[낟짬]昼寝 















  合成語の場合、後続語の語頭の平音は濃音で発音される傾向がある。 
손 등[손뜽]手の甲   이번 달[이번딸]今月 
빵 집[빵찝]パン屋   다음 주[다음쭈]来週 
밤 길[밤낄]夜道    밤 손님[밤쏜님]泥棒 
아침 밥[아침빱]朝食  일본 사람[일본싸람]日本人 
 
中級用(1) 漢語内部の濃音化 
  漢語内部で終声ㄹに後続する「ㄷ·ㅅ·ㅈ」も濃音化する傾向がある。 
발달[발딸]発達   열도[열또]列島   발생[발쌩]発生 
실시[실씨]実施   결정[결쩡]決定   발전[발쩐]発展  
 
  以下、漢語の内、下記のような語は2音節目以下で濃音化が目立つ。 









権(권)：정권[정꿘]政権 주권[주꿘]主権 물권[물꿘]物権 기본권[기본꿘]基本権 
券(권)：여권[여꿘]旅券 증권[증꿘]証券 발권[발꿘]発券 승차권[승차꿘]乗車券 
圏(권)：수도권[수도꿘]首都圏  당선권[당선꿘]当選圏 
여권[여꿘]与党勢力   야권[야꿘]野党勢力 
格(격)：본격[본껵]本格  성격[성껵]性格  엄격[엄껵]厳格  승격[승껵]昇格 
科(과)：내과[내꽈]内科  외과[외꽈]外科  안과[안꽈]眼科  공과[공꽈]工科 
件(건)：요건[요껀]要件  사건[사껀]事件  조건[조껀]条件  용건[용껀]用件 
法(법)：헌법[헌뻡]憲法  형법[형뻡]刑法  민법[민뻡]民法  상법[상뻡]商法 
字(자)：한자[한짜]漢字  문자[문짜]文字  활자[활짜]活字 
로마자[로마짜]ローマ字 





감-다[감따]巻く    신-다[신따]履く     남-자[남짜]残ろう 
검-고[검꼬]黒いし、  숨-기[숨끼]隠れること  남-겠다[남껟따]残る 
넘-거든[넘꺼든]超えたら   신-든지[신뜬지]履こうが 
젊-다[점따]若い    넓-다[널따]広い     젊-게[점께]若く 
읽-도록[익또록]読むように  앉-지마[안찌마]座るな 
 
中級用(3) 連体形「-을」の後続平音の濃音化 
숨을 데[수믈떼]隠れるところ  먹을 거[머글꺼]食べ物 
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終声  初声  合体(激音化)  
ㄱ              [ㅋ] 
ㄷ + ㅎ →  [ㅌ] 
ㅂ              [ㅍ] 
ㅈ              [ㅊ] 
 
부탁해요[부타캐요]お願いします   맏형[마텽]長兄 







따뜻하다[따뜨타다]あたたかい   못 하다[모타다]できない 
맞흥정[마틍정]直取り引き     낮하고[나타고]昼と   






밝히다[발키다]明るくする   읽히다[일키다]読ませる 
밟히다[발피다]踏まれる    넓히다[널피다]広くする 
 
②앉다・얹다の場合も激音化が起きる。 



















終声   初声  合体(激音化)  
ㄱ            [ㅋ]  
ㅎ +  ㄷ       →  [ㅌ]  
ㅈ            [ㅊ]  
 
이렇게[이러케]このように   그렇게[그러케]そのように 
좋다[조타]よい        넣다[너타]入れる 







  第2子音がㅎである複子音終声の場合も後続音との間に激音化が起きる。 
괜찮고[괜찬코>갠찬코/괜창코>갠창코]大丈夫だし、 
많거든[만커든/망커든]多かったら 
잃다[일타]なくす   싫던[실턴]いやだった（連体形） 















終声  初声   発音(両方) 
ㄴ/ㄹ + ㄹ/ㄴ → [ㄹ] + [ㄹ]  
 
근로[글로]勤労  진로[질로]真露  연락[열락]連絡  원래[월래]元来 










終声  初声  合体(激音化)  
ㄱ              [ㅋ] 
ㄷ + ㅎ →  [ㅌ] 
ㅂ              [ㅍ] 
ㅈ              [ㅊ] 
 
부탁해요[부타캐요]お願いします   맏형[마텽]長兄 







따뜻하다[따뜨타다]あたたかい   못 하다[모타다]できない 
맞흥정[마틍정]直取り引き     낮하고[나타고]昼と   






밝히다[발키다]明るくする   읽히다[일키다]読ませる 
밟히다[발피다]踏まれる    넓히다[널피다]広くする 
 
②앉다・얹다の場合も激音化が起きる。 



















終声   初声  合体(激音化)  
ㄱ            [ㅋ]  
ㅎ +  ㄷ       →  [ㅌ]  
ㅈ            [ㅊ]  
 
이렇게[이러케]このように   그렇게[그러케]そのように 
좋다[조타]よい        넣다[너타]入れる 







  第2子音がㅎである複子音終声の場合も後続音との間に激音化が起きる。 
괜찮고[괜찬코>갠찬코/괜창코>갠창코]大丈夫だし、 
많거든[만커든/망커든]多かったら 
잃다[일타]なくす   싫던[실턴]いやだった（連体形） 















終声  初声   発音(両方) 
ㄴ/ㄹ + ㄹ/ㄴ → [ㄹ] + [ㄹ]  
 
근로[글로]勤労  진로[질로]真露  연락[열락]連絡  원래[월래]元来 













의견란[의견난]意見欄  판단력[판단녁]判断力 
신문로[신문노]新門路  생산량[생산냥]生産量 
신 라면[신나면]辛ラーメン  치킨 라면[치킨나면]チキンラーメン 
온 라인[온나인]オンライン  빨간 라인[빨간나인]赤いライン 
*1方言：일어났나→인난나  얼른→얼릉→언능 
*2ㄹとㄴ両方に同化する語も一部にある。 






















/ㄱ/ → [ㅇ] 
/ㄷ/ → [ㄴ] 
/ㅂ/ → [ㅁ] 
 
(1) /ㄱ/ → [ㅇ] 








(2) /ㄷ/ → [ㄴ] 
끝나다[끈나다]終わる  좋니[존니]いいか  옷 맵씨[온맵씨/옴맵씨] 着こなし 
 
(3) /ㅂ/ → [ㅁ] 










「ま-」：まうえ（真上)  まふゆ（真冬）  まあたらしい（真新しい） 
「まっ-」：まっか(真っ赤)  まっすぐ（真っ直ぐ）  まっただなか(真っ只中) 
          まっとう(真っ当)  まっぴるま(真っ昼間) 
「まん-」：まんなか(真ん中)  まんな（真名） 




打つ  「ぶっ-」：ぶっかける  ぶっちぎる  ぶっぱなす 
      「ぶん-」：ぶんなぐる  ぶんなげる  ぶんまわす 
突く  「つっ-」：つっかかる  つっつく  つっぱねる 
   「つん-」：つんのめる 
引く  「ひっ-」：ひっかける  ひったくる  引っぱたく 
     「ひん-」：ひんまがる  ひんまげる  ひんぬく 
 
初級用(1) 複子音終声の鼻音化 
없니[엄니]ないか     값 나가다[감나가다]値打ちがある 
닭 머리[당머리]鶏の頭   읽니[잉니]読んでいるか 
















의견란[의견난]意見欄  판단력[판단녁]判断力 
신문로[신문노]新門路  생산량[생산냥]生産量 
신 라면[신나면]辛ラーメン  치킨 라면[치킨나면]チキンラーメン 
온 라인[온나인]オンライン  빨간 라인[빨간나인]赤いライン 
*1方言：일어났나→인난나  얼른→얼릉→언능 
*2ㄹとㄴ両方に同化する語も一部にある。 






















/ㄱ/ → [ㅇ] 
/ㄷ/ → [ㄴ] 
/ㅂ/ → [ㅁ] 
 
(1) /ㄱ/ → [ㅇ] 








(2) /ㄷ/ → [ㄴ] 
끝나다[끈나다]終わる  좋니[존니]いいか  옷 맵씨[온맵씨/옴맵씨] 着こなし 
 
(3) /ㅂ/ → [ㅁ] 










「ま-」：まうえ（真上)  まふゆ（真冬）  まあたらしい（真新しい） 
「まっ-」：まっか(真っ赤)  まっすぐ（真っ直ぐ）  まっただなか(真っ只中) 
          まっとう(真っ当)  まっぴるま(真っ昼間) 
「まん-」：まんなか(真ん中)  まんな（真名） 




打つ  「ぶっ-」：ぶっかける  ぶっちぎる  ぶっぱなす 
      「ぶん-」：ぶんなぐる  ぶんなげる  ぶんまわす 
突く  「つっ-」：つっかかる  つっつく  つっぱねる 
   「つん-」：つんのめる 
引く  「ひっ-」：ひっかける  ひったくる  引っぱたく 
     「ひん-」：ひんまがる  ひんまげる  ひんぬく 
 
初級用(1) 複子音終声の鼻音化 
없니[엄니]ないか     값 나가다[감나가다]値打ちがある 
닭 머리[당머리]鶏の頭   읽니[잉니]読んでいるか 




















/ㄱ/ → [ㅇ] 
/ㄷ/ → [ㄴ] 
/ㅂ/ → [ㅁ] 
 
국립[궁닙]国立   박람[방남]博覧   폭력[퐁녁]暴力 
몇 라운드[면나운드]何ラウンド     몇 루블[면누블]何ルーブル 
법률[범뉼]法律   합리[함니]合理   협력[혐녁]協力 




  「先行語 - 後続語」からなる合成語などにおいて、「先行語(終声で終わる語) - 後続語
（이・야・여・요・유・얘・예から始まる語）」の場合、後続語に綴字にない[ㄴ]が入り
込み、それぞれ[니] [냐] [녀] [뇨] [뉴] [냬] [녜]で発音される。 
 







밤 일[밤닐]夜の仕事  두통약[두통냑]頭痛薬  시청역[시청녁]市庁駅 
부당 요구[부당뇨구]不当な要求  투명 유리[투명뉴리]透明ガラス 
뭔 얘기[뭔냬기>먼냬기]何の話   보통 예금[보통녜금]普通預金 






















（子） 子 （子） （子） 
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」10 号 
特別寄稿文：日本語韓国語学習者の為の韓国語発音変化の諸規則 
앞 이마[앞니마>암니마]前額     한국 야구[한국냐구>한궁냐구]韓国の野球 
종각 역[종각녁>종강녁]鍾閣駅    서울 역[서울녁>서울력]ソウル駅 
별 일[별닐>별릴]変わったこと    할 예정[할녜정>할례정]する予定 
 
*1ㄴ音未挿入例 
첫 인상[처딘상 천닌상×]第一印象 
장밋빛 인생[장믿삐딘생 장미삔닌생×]ばら色の人生 
 
*2ㄴ音挿入未挿入混在例 






굳이[구디>구지]あえて  해돋이[해도디>해도지]日の出 
같이[가티>가치]一緒に  낱낱이[난나티>난나치]一つ残らず 


































/ㄱ/ → [ㅇ] 
/ㄷ/ → [ㄴ] 
/ㅂ/ → [ㅁ] 
 
국립[궁닙]国立   박람[방남]博覧   폭력[퐁녁]暴力 
몇 라운드[면나운드]何ラウンド     몇 루블[면누블]何ルーブル 
법률[범뉼]法律   합리[함니]合理   협력[혐녁]協力 




  「先行語 - 後続語」からなる合成語などにおいて、「先行語(終声で終わる語) - 後続語
（이・야・여・요・유・얘・예から始まる語）」の場合、後続語に綴字にない[ㄴ]が入り
込み、それぞれ[니] [냐] [녀] [뇨] [뉴] [냬] [녜]で発音される。 
 







밤 일[밤닐]夜の仕事  두통약[두통냑]頭痛薬  시청역[시청녁]市庁駅 
부당 요구[부당뇨구]不当な要求  투명 유리[투명뉴리]透明ガラス 
뭔 얘기[뭔냬기>먼냬기]何の話   보통 예금[보통녜금]普通預金 






















（子） 子 （子） （子） 
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」10 号 
特別寄稿文：日本語韓国語学習者の為の韓国語発音変化の諸規則 
앞 이마[앞니마>암니마]前額     한국 야구[한국냐구>한궁냐구]韓国の野球 
종각 역[종각녁>종강녁]鍾閣駅    서울 역[서울녁>서울력]ソウル駅 
별 일[별닐>별릴]変わったこと    할 예정[할녜정>할례정]する予定 
 
*1ㄴ音未挿入例 
첫 인상[처딘상 천닌상×]第一印象 
장밋빛 인생[장믿삐딘생 장미삔닌생×]ばら色の人生 
 
*2ㄴ音挿入未挿入混在例 






굳이[구디>구지]あえて  해돋이[해도디>해도지]日の出 
같이[가티>가치]一緒に  낱낱이[난나티>난나치]一つ残らず 

































예보（予報）  얘기（話）  왕（王）  위치（位置）  의사（医師） 
왜（なぜ）  웬 만큼（そこそこ）  외토리（一人ぼっち）  원조（元祖） 
 
②語中·語尾では単母音化が起きることがある。 
일기 예보[일기에보]天気予報   학교 얘기[학꾜애기]学校の話 
수완[수안]手腕   지위[지이]地位   호의[호이]好意 





계산[게산]計算  화장실[하장실]化粧室  앞뒤[압띠]前後ろ  희망[히망]希望 













북위[부귀>부기]北緯       백원[배권>배건]100ウォン 
편의점[펴늬점>펴니점]コンビニ  물 위에[무뤼에>무리에]水の上に 
 
初級用(2) 単母音化+ㅎ音の弱化 
후회[후헤>후에]後悔   기회[기헤>기에]機会 
회화[헤하>헤아]会話   대화[대하>대아]対話 
 
初級用(3) 激音化+単母音化 
잡화[자퐈>자파 잡파]雑貨  백화점[배콰점>배카점 백카점]デパート 
ㅖ>ㅔ  ㅒ>ㅐ 
ㅘ>ㅏ  ㅟ>ㅣ  ㅢ>ㅣ  ㅙ>ㅐ  ㅞ>ㅔ  ㅚ>ㅔ  ㅝ>ㅓ 
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」10 号 
特別寄稿文：日本語韓国語学習者の為の韓国語発音変化の諸規則 
국회[구쾨>구케 국케]国会  육회[유쾨>유케 육케]ユッケ 
 
中級用(1) ㅎの弱化+連音+単母音化 
전화[전와>저놔>저나]電話  만화[만와>마놔>마나]漫画 




한국의[한국에>한구게]韓国の   남자의[남자에]男の 


















  ㄹに続く母音が「이・야・여・요・유・얘・예」である時、語頭ㄹは落ちる。 
 
     語頭   語中・語尾    語頭      語中・語尾 
理   이     리        이유（理由）    지리（地理） 
量   양         량        양산（量産）  대량（大量） 
力   역         력        역점（力点）   노력（努力） 
料   요         료        요리（料理）    재료（材料） 
留   유         류        유학（留学）    정류（停留） 
礼   예     례        예의（礼儀）    실례（失礼） 
 
②語頭のㄹがㄴに変わる場合、 
  ㄹに続く母音が①で挙げた母音以外の時は語頭のㄹがㄴに変わる。 
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예보（予報）  얘기（話）  왕（王）  위치（位置）  의사（医師） 
왜（なぜ）  웬 만큼（そこそこ）  외토리（一人ぼっち）  원조（元祖） 
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북위[부귀>부기]北緯       백원[배권>배건]100ウォン 
편의점[펴늬점>펴니점]コンビニ  물 위에[무뤼에>무리에]水の上に 
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한국의[한국에>한구게]韓国の   남자의[남자에]男の 


















  ㄹに続く母音が「이・야・여・요・유・얘・예」である時、語頭ㄹは落ちる。 
 
     語頭   語中・語尾    語頭      語中・語尾 
理   이     리        이유（理由）    지리（地理） 
量   양         량        양산（量産）  대량（大量） 
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  ㄹに続く母音が①で挙げた母音以外の時は語頭のㄹがㄴに変わる。 
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語頭   語中·語尾     語頭     語中・語尾 
裸   나        라      나체（裸体）  전라（全裸） 
楽   낙        락        낙원（楽園）  오락（娯楽） 
労   노        로        노동（労働）  위로（慰労） 
論   논        론        논문（論文）  이론（理論） 












   ㄴに続く母音がㄹ頭音法則①で挙げた「이・야・여・요・유・얘・예」である時、語頭
ㄴは落ちる。 
 
     語頭  語中·語尾    語頭     語中·語尾 
女   여        녀         여자（女子）  미녀（美女） 
年   연        년         연내（年内）  내년（来年） 
尿   요        뇨         요도（尿道）  당뇨（糖尿） 
匿   익        닉         익명（匿名）  은닉（隠匿） 









꽃가게[꼭까게]花屋   옷걸이[옥꺼리]ハンガー  젖가락[적까락]箸 
돋보기[돕뽀기]老眼鏡  맛보기[맙뽀기]味見  멋 부리다[멉뿌리다]お洒落する 
꽃마을[꼼마을]村(美化語)  밭매기[밤매기]畑の草取  젖먹이[점머기]乳呑児 
전기[정기]電気  손가락[송까락]手の指  예쁜 가방[예쁭가방]可愛いカバン 
안부[암부]安否  신발[심발]履物     신문[심문]新聞 
밥 그릇[박끄륻]茶碗 압구정동[악꾸정동]狎鷗亭洞  손 잡고[손작꼬]手を握って 
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」10 号 
特別寄稿文：日本語韓国語学習者の為の韓国語発音変化の諸規則 






イッカイ(一回) [ikkai]    イットー(一頭) [ittoː]  
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/ㄱ/・ /ㄷ/・ /ㅂ/ ㄱ・ㄷ・ㅂ・ㅅ・ㅈ 濃音化 
ㅎ ㄱ・ㄷ・ㅂ・ㅈ 激音化 
ㄱ・ㄷ・ㅂ・ㅈ ㅎ 激音化 
ㄴ ㄹ 流音化 

















語頭   語中·語尾     語頭     語中・語尾 
裸   나        라      나체（裸体）  전라（全裸） 
楽   낙        락        낙원（楽園）  오락（娯楽） 
労   노        로        노동（労働）  위로（慰労） 
論   논        론        논문（論文）  이론（理論） 












   ㄴに続く母音がㄹ頭音法則①で挙げた「이・야・여・요・유・얘・예」である時、語頭
ㄴは落ちる。 
 
     語頭  語中·語尾    語頭     語中·語尾 
女   여        녀         여자（女子）  미녀（美女） 
年   연        년         연내（年内）  내년（来年） 
尿   요        뇨         요도（尿道）  당뇨（糖尿） 
匿   익        닉         익명（匿名）  은닉（隠匿） 









꽃가게[꼭까게]花屋   옷걸이[옥꺼리]ハンガー  젖가락[적까락]箸 
돋보기[돕뽀기]老眼鏡  맛보기[맙뽀기]味見  멋 부리다[멉뿌리다]お洒落する 
꽃마을[꼼마을]村(美化語)  밭매기[밤매기]畑の草取  젖먹이[점머기]乳呑児 
전기[정기]電気  손가락[송까락]手の指  예쁜 가방[예쁭가방]可愛いカバン 
안부[암부]安否  신발[심발]履物     신문[심문]新聞 
밥 그릇[박끄륻]茶碗 압구정동[악꾸정동]狎鷗亭洞  손 잡고[손작꼬]手を握って 
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」10 号 
特別寄稿文：日本語韓国語学習者の為の韓国語発音変化の諸規則 






イッカイ(一回) [ikkai]    イットー(一頭) [ittoː]  
イッソク(一足) [issoku]   イッパイ(一杯) [ippai] 
センカイ(千回) [seŋkai]   セントー(千頭) [sentoː] 











姜奉植(1996)、日本人のための ｱﾝﾆｮﾝﾊｾﾖ･ｱﾝﾆｮﾝﾊｼﾑﾆｶ 韓国語入門１・2、 
時事日本語社・国書刊行会。 
姜奉植(2005)、일본어를 모어로 하는 한국어 학습자 들의 받침 발음의 문제점과




















/ㄱ/・ /ㄷ/・ /ㅂ/ ㄱ・ㄷ・ㅂ・ㅅ・ㅈ 濃音化 
ㅎ ㄱ・ㄷ・ㅂ・ㅈ 激音化 
ㄱ・ㄷ・ㅂ・ㅈ ㅎ 激音化 
ㄴ ㄹ 流音化 

















교정법、Journal of Northeast Asian Studies. 
姜奉植(2008)、なるほど！韓国語 ―文字と発音編―、研究社 。
姜奉植(2011)、한국어 음운 변화와 유사한 일본어의 음운 현상에 관하여 
―일본어를 모어로 하는 한국어 학습자 들의 음운 변화 학습을 
위해서―、국제 한국어교육학회 제21차 국제학술대회지。 
김주필(1998)、 국어 폐쇄음의 음성적 특징과 음운현상、국어학 강좌 4 음운Ⅰ、 
태학사 。
배주채(1998)、음절말 평 폐쇄음화에 대하여、국어학 강좌4 음운Ⅰ, 태학사 。 
오정란(1997)、현대 국어 음운론、형설출판사 。 
이기문(1998)、신정판 국어사개설、태학사 。 
이기문 외 2인(1998)、국어음운론、학연사 。
이은정(1988)、개정한 한글맞춤법 표준어해설、대제각 。





中田祝夫 他(1982)、講座国語史 第2巻 音韻史・文字史、大修館書店。 









Regional Mobility of New High School Graduates and  
Job Opportunities in Japan 
 




This paper discusses the issues concerning the COC+ (the Center of Community plus) project 
by analyzing the socioeconomic data, especially in Iwate Prefecture, Japan. The results of the 
analysis are summarized as follows: (1) The rate of those new students who go to a university 
inside the prefecture has risen, but regional disparities remain. (2) There are no apparent differences 
in the percentage of these new students between Iwate and the other prefectures. (3) The 
employment rate of newly high school graduates has been decreasing since 1960s, but the rates of 
Tohoku district (except Miyagi Prefecture) tends to be higher. (4) The employment rate of newly 
high school graduates seems to have relation to the condition of the entire Japanese economy.  (5) 
The proportions of the primary and secondary industries are high in Iwate Prefecture. (6) The ratio 
of recruitment for applicants is not high in Iwate Prefecture and has almost no relation with the 
employment rate of new graduates from high schools in Iwate Prefecture. 
This paper concludes that firstly, we understand the COC+ project involves a conflict between 
locality and universality. Secondly, it is significant for us to have a conversation with community 
(including local governments, companies and citizen) in order to promote a good image of the 
community. Lastly, from a macro perspective, universities and colleges should encourage students 
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